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2015年度 第２四半期

事業環境と今後の方針

2015年11月10日（火）

船井電機株式会社
証券コード ６８３９

代表取締役執行役員 社長

林 朝則



 上期（4-9月）振り返り と 通期予想修正

 事業環境見通し

 事業戦略

 組織強化
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 上期の振り返り

売 上 高 1,158億円 911億円 868億円

営 業 利 益
13 億円

（1.2%）

△14 億円

（△1.5%）

△54億円

（△6.3%）

前上期実績 当上期計画 当上期実績

総括

期中平均レート
（対USドル）

103.61円 118.00円 121.72円

■ SANYO（TV/BD/Soundbar）は好調

■ 自社開発 IJP（Kodakブランド）を北米および欧州で販売開始

■ メキシコペソ安により苦戦

■ 販売条件の変更により、３Qに向けた在庫積み上げ
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 通期予想の修正

売 上 高 2,200億円 1,879億円 △321億円

営 業 利 益
16億円

（0.7%）

△60億円

（△3.2%）

△76億円

－

期初予想 今回予想 前回予想比

期中平均レート
（対USドル）

118.00円 119.86円

 上半期の業績を反映し、売上高/営業利益とも期初予想より引き下げた。

 米国経済が順調に推移するも、新興国の影響により世界的にはTV需要
の弱含みから、事業環境の不透明さが続くとみられ、保守的に見積もる。



■米 国 ：景気拡大基調、来年いっぱい続く。ドル高や中国景気の悪化から
同業各社の米国市場への攻勢が強まり、価格競争激化が見込
まれる。

■欧 州 ：地政学的リスクに加え、難民やＶＷの問題から停滞の可能性も。

■中 国 ：不動産や株式の市場低迷で景気減速し回復には時間を要す。
国慶節商戦にテレビ販売は史上最悪の結果。

■日 本 ：米国に次いで景気は良い。消費税増税や天候不順から回復は緩
慢だが、ＴＰＰやオリンピックに向けてペースは早まる。
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景気動向見通し

 事業環境見通し

(US$/¥)

2014年 2015年 2014年 2015年

WTI原油先物相場



既存事業の
競争力強化

プリンター事業拡大

新規事業の確立

既存事業の競争力を強化し、売上・利益を確保

しながら、プリンター事業～新規事業へ

 事業戦略 － 事業ポートフォリオの展開

インクジェット応用技術

医療機器
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2015年度最優秀製品賞を受賞
（パーソナル用IJP部門）

 自社開発プリンターの展開

複合機 インクジェットプリンタ

複合機 モノクロ・レーザープリンタ単機能モノクロ・レーザープリンタ

2015年11月から販売スタート

Inkjet
Printer

Laser
Printer

KODAK インクジェット・プリンタ
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BLI
(Buyers Laboratories Inc.)



・販売機能の統合

・サービス一元管理

・物流・倉庫の一元化

 事業戦略 － 資源を集中させる領域

・ブランド別販売戦略

・中南米、欧州市場の

再構築

・ＴＶの４Ｋ・Smart化対応

・BDプレーヤの４Ｋ対応

・プリンターラインナップ

・プリンター応用技術

市場開拓

新製品開発 組織強化
事業戦略の３要素

市場開拓 新製品開発 組織強化
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企画
販売力

▶ マーケティング力の強化 ⇒ 売れる商品の企画

▶ 販社再編・サービス一元化の円滑な遂行（後述）

▶ プリンター・μフルーディクス事業の世界展開

コスト
競争力

▶ コストダウン設計の徹底

▶ 仕入れコストの低減 （ベンダーとの戦略提携含む）

▶ ＦＰＳによる生産性向上

品質力

▶ 設計品質・部品品質の向上

▶ 製造品質の向上

▶ 返品の削減 ⇒ 真水で利益に

客先が儲かる商品＝「売れる商品」を提供する

 事業戦略 － 重点課題
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 事業戦略 － 北米販社ホールディングス化の完了

船井電機株式会社

ＵＳＡホールディング会社
Funai North America, Inc.

Funai Corp. P&F USA

100%出資

物流・倉庫及びアフターサービスの一元化により、業務品質・効率の向上と、
コスト削減を図る

 2015年10月1日
設立済

100%出資 100%出資
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■ SANYOブランドの本格販売

■ PHILIPS / MAGNAVOXライセンス契約を2018年まで延長

 事業戦略 － ブランド

TV

DVD/BD, Sound Bar
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機器
製造受託

機器
自主開発

インクジェット
技術

応用技術 医療/生体分野

民生用事務機器

業務用/産業用印刷

機器＋消耗品
↑

機器

蓄
積
技
術
に
よ
る
収
益
モ
デ
ル
の
拡
大

機器＋消耗品

インクジェット技術を活用し、中長期の収益拡大もめざす

時間軸/市場軸

３Dプリンター

 事業戦略 － プリンター関連技術開発
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新製品・新事業への
展開

当社の強みを活かして

 事業戦略 － 新製品の開発・展開

既存事業とのシナジー効果を考え

最適な戦略を選択



ヘルスケア/医療分野

世界初のＬＥＤ方式光音響イメージング・
システムの技術開発に成功

歯科用ＣＴ診断装置の製品化に着手

 事業戦略 － 新製品の開発・展開
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インクジェット応用技術

μフルーディクス（ピコリットルサイズの液滴の高精度制御技術）を、
美容、化学品、薬剤その他様々な分野に応用展開

すでにグローバル企業と商品化に向けての共同開発が進行中
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 組織強化

生産拠点 米州販売・サービス拠点

Funai Corp.
P&F USA

NJ/LA
Atlanta 販売

Funai Service 
Corp. Ohio サービス

P&F Mexicana 販売

中 国 黄江工場
（委託加工先工場）

TV・DVD

プリンター

タ イ タイ工場 TV主力工場

フィリピン セブ工場 カートリッジ

リマ工場 プリンター

機能統合

Funai (Thailand)

Funai Electric Cebu

Funai Electric 
Philippines

委託加工先工場（黄江）

P&F USA

Funai Corp. 
(NJ)

Funai Service 
Corp.

Funai Corp. (LA)

P&F Mexicana

機能強化

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ強化




